
診療受付  平日・土曜
診療受付  平日のみ

診療科目

診療時間
午前
夕方

急患は年中無休・24時間
いつでもお受けします（内科）

8：00～12：00
16：30～18：00

内科・外科・小児科・神経内科・形成外科
泌尿器科・歯科口腔外科・整形外科・循環器内科

脳神経外科・婦人科・耳鼻咽喉科・リハビリテーション科・心臓血管外科

お車でお越しの方　無料駐車場210台有

入院面会時間 14：00～17：00

公共

交通機関
での来院の場合

〒421-0193  静岡県静岡市駿河区下川原南11番1号　TEL 054-256-8008（代表） FAX 054-256-8020
　　web-shizuoka@tokushukai.jp

JR東海道線「静 岡 駅」より約25分　中原池ヶ谷線「徳洲会病院」行き

静 岡 鉄 道「新静岡駅」より約30分　東新田下川原線「徳洲会病院」行き

JR東海道線「安倍川駅」より約10分タクシー

バ　ス

病院ホームページはこちら

山之上 弘樹
院 長

　新型コロナウイルス感染症の感染者数の増加のため、多くの医療介護施設が苦境に追い込まれてい
ます。感染者数が多く、市中のどこにいても感染のリスクがある現状では、どれほど注意していても新型
コロナウイルスに感染してしまう可能性があります。また無症候の感染者も存在するため、医療介護施
設に新型コロナウイルスが入り込むことを完全に防ぐことは、不可能となっています。一度施設内に入
り込むと、発症前に感染性をもつ性質上、発見した時にはクラスターとなっていることが多いと考えられ
ます。また、すべての業種でも同様ですが、スタッフの感染に加え、濃厚接触者も５日間の待機期間があ
るためその間就業できず、マンパワーが削りとられます。
　重症化するリスクのある方を守ることが最優先ですが、現状はそれ以外にあまりにも多くのエネル
ギーを取られているのが現状です。
　現状の制度設計は現実と合わなくなっています。
　早期の政治的判断が必要になっています。

※面会-ご来院について、皆様へお願いがございます。詳しくはホームページをご覧ください。
コロナウイルス感染の状況により、診療・面会について変更となる場合がございます。
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部署便り
静岡徳洲会病院　通所リハビリテーションです静岡徳洲会病院　通所リハビリテーションです

静岡徳洲会病院通所リハビリテーションでは、
ご利用される皆様が、若々しく元気に生活出来るようにスタッフ一丸となって
体力維持・向上をお手伝いさせて頂きます。
ご本人様の体調に合わせたリハビリメニューを提供しておりますので、
体力に自信のない方でも、気軽に参加していただけます。
また、足浴マッサージ・物理療法などリラクゼーションも、大変喜ばれております♪
※ご利用の際には介護保険認定が必要です。

1日のスケジュール1日のスケジュール
  8：30～ ご自宅へお迎えに伺います
  9：30～ 当施設到着・バイタルチェック
 個別リハビリ・足浴等リラクゼーション
11：00～ 集団体操　※半日コースは12：00帰宅となります
12：00～ 昼食
13：00～ 午前同様リハビリ等行います
16：00～ ご自宅へお送りします

静岡徳洲会病院通所リハビリテーション
事業所番号 2274201553
直通電話　054－256－8048　FAX 054-256-8069
営業日　月～土曜日・祝日営業 １日コース 9：30～ 16：00　
 半日コース 9：30～ 12：00（午前中のみ）
※見学・半日・1日お試しご利用（１日コースは食事代 611円）
随時実施しております。お気軽にお問い合わせ下さい。

お
問
い
合
わ
せ



子供の予防
接種についての相談会子供の予防
接種についての相談会

○予防接種を受けるタイミングについてお困り事にお答えします。
９月 9日 （金）15：00～16：00（お一人様15分間×4枠）
９月 20日 （火）15：00～16：00（お一人様15分間×4枠）
※母子手帳を必ずお持ちください
静岡徳洲会病院　小児科部長　八尾徳明
申し込み方法（要予約）
お電話にて予約申込をお願いします。
月～金　9：00～17：00
054-256-8008 ㈹ 広報まで
※予約が埋まり次第、受付を終了させていただきます。

オンライン講演開催中オンライン講演開催中オンライン講演開催中



　当院では、食事がとれなくなって入院し、経
腸栄養・点滴に頼らざるを得ない患者様が増加
しています。しかし、「食べたい」という思い
は、人が持っている最後まで続く欲求です。
　その思いを叶えるため、摂食嚥下チームを立
ち上げました。
　摂食嚥下チーム看護師の小川千代子師長は
「食べる喜びは、日々の生活の中にうずもれて
いるように感じます。食べられない状態になっ
て、初めて食べたいと実感するのでしょう。嚥
下障害に陥り食べたくても食べられない患者さ
んが、嚥下訓練をすることで、もう一度口から
食べることが可能になり、笑顔で食べている場面に遭遇するとこちらまで嬉しくなります。何
とか、食べることを支援したいとの思いからこの活動が始まりました。」と話しています。
　この活動をきっかけに、栄養管理室では食事形態を見直し、ソフト食（舌で押しつぶせる状
態の食事）の提供開始の準備を行っています。ドロドロした食事（ミキサー食（ペースト
状））から、見た目にも何を食べているかわかる食事を目指し、日々模索しています。

　地域の皆様に貢献できるよう日々研鑽しております。

＊摂食嚥下障害とは、食事の際、食物の認知、口への取り込み、咀嚼（そしゃく）、食塊（しょっかい）形成
などを伴って飲みこむことが障害されていることを「摂食嚥下（えんげ）障害」といいます。

ミキサー食（ペースト状） ソフト食

ミールラウンド中 勉強会の様子
　地域の皆様の「食べる」をサポー
トしていけるように、静岡徳洲会病
院　摂食嚥下チ－ムは日々活動を続
けております。
　現在、新型コロナウイルス感染症
の後遺症である嚥下障害の方が増加
しており、嚥下障害についてのサ
ポートも行っております。
　また、職員のケアの標準化と質の向上のために研修会を開催しスキルアップを目指しています。

UP!!

静岡徳洲会病院　摂食嚥下チーム活動中

次の段階の
食事内容


